
科目の種類 必修 科目名 家庭基礎 学年 １ 単位数 ２ 

コ ー ス 特進・進学・スポーツコース 

教 科 書 第一学習社 「家庭基礎 自分らしく生きる」 

副 教 材 第一学習社 「生活ハンドブック」 
科目のねらい 

 

 

● 多様化するライフスタイルの中で、みなさん自身がよりよい生活をするための基礎的な知識や技術を身

につけ、家庭生活の充実・向上をはかる。 

 

● 『自分』というものを見つめ直し、家族・生命・環境・健康の大切さを考え、将来の職業生活や家庭を

創造する力を養う。 

授業の進め方 
 
① みなさんの生活をよりよくするために必要な知識を学ぶ講義 
 
② みなさん自身が主体となって疑問や知りたいことを調べ発表する『調べ学習』 
 
③ 被服・調理実習などの体験を通して学ぶ『体験学習』 

より良く学習を進めるためのアドバイス 
 
① みなさんの毎日の生活そのものが学習素材となります。身のまわりの色々なものに関心を持って疑問・

知りたいことを見つけましょう。 
 
② 発表や実習など、みなさん自身が主体となる授業が多くあります。積極的に授業に参加し、取り組みま

しょう。 
 
③ 授業内容は、みなさんの生活に大変密接なものばかりです。授業で学んだことは、自分の生活の中で実

践してみましょう。 

評価方法 
○テストについて 
 
● 定期テストは、年に２回の実施とする（７月前半と３月前半）。その他、授業中の小テスト(日程等は授
業内に伝える)も実施する。 

○平常点について 
 
● 提出物（作品、ノート、プリント、レポートなど） 
● 授業態度（発言、取り組み姿勢、忘れ物など） 
● 出欠状況                     等    
             
※ 実技教科なので、評価に関しては、テストも大切ですが、平常点も大きく関わってきます。    

そのため、日ごろの授業態度や提出物を積極的に取り組みましょう。 



 学習単元 単元の内容とねらい 
１ 家族・家庭と社会 

(１) 子どもの生活と保育 
 
 
 

(２) 自分を見つめる 
 
 

(３) 家族と家庭を守る法律 

 
・生命の誕生の素晴らしさを知り、自らも多くの人たちに支え

られながら大切に育てられてきたことを理解する。 
・乳幼児期の心身の発達の特徴を理解し、親としての役割・責

任・子どもに関わる福祉などについて考える。 
・自分が様々な環境の影響を受け成長・発達してきたことを振

り返り、『将来へ向かってどのように成長していきたいか』『今

何をすべきか』を考える。 
・家族や家庭、それに関わる法律の移り変わりや現状、改正案

を把握しつつ、「自分が育った家庭」・「これから造りあげる家

庭」を考える。 
 

第 １ 回 定 期 考 査 （ 実 施 し な い ） 
２ より良い生活を創る 

(１) 衣生活 
 
・現代では TPOに合わせて様々な服を着こなしますが、そもそ
もなぜ服を着るのか。衣服との関係を健康面・社会面・環境面

から考える。 
＝被服実習＝ 
実習を通して、基礎縫いができるようにする。また、作品を作り

上げる喜びや手作りのメリットを知る。 
 

 
 
前 
 
期 

第 ２ 回 定 期 考 査 
(２) 食生活 ・日本の食生活の移り変わりを見ながら、現代の食生活や食事

の場が私たちに与える影響について考える。 
・どのような食品にどのような栄養素が含まれ、私たちの体に

どのように影響を及ぼしているのかを理解する。また、食品

を選ぶときの表示の見方を学ぶ。 
＝調理実習＝ 
基本的な調理計画・調理の流れ・調理法などを学ぶ。また、実

習を通してみんなで作る・食べる・作業する喜びや楽しさを知

る。 
 

第 ３ 回 定 期 考 査 ( 実 施 し な い ) 
３ 消費社会を生きる 

(１) 消費者の権利と責任 
 

(２) 暮らしと資源・環境 

 
・消費者は、生産者に対して、どのような権利と責任のもとで

行動していけばよいのかを考える。 
・私たちの住む日本・地球の環境、浪費型社会の問題について

考え、私たちができることは何かを考えます。 

第 ４ 回 定 期 考 査 ( 実 施 し な い ) 
４ テーマ学習 
  ～家庭科を学んで～ 

 
・自分の生活の中から自らテーマを見つけ、それについてまとめ、

わかりやすく発表できる力を身につける。 
 
※身近なことに興味を持ち、いずれは生計を立てていく身だとい

うことを自覚させ、自立して生きること考えさせる。 

 
 
後 
 
期 

学 年 末 考 査 



 


